弓道競技規則の改定について

田中俊彦

■「あいまい性」をなくす、という観点での指摘

第25条１）

  (2)「弓の長さ」については、どこからどこの長さを指すのかを明確化してください。

　　　例「弦を外した状態での弓形（ゆみなり）に沿って、末弭から本弭の端まで。」

　(7)竹の色については、

　　　－「竹」とは色ではない　→ 竹の素材色とすべきではないか？
　　　－「華美でないもの」という、審判員の個々の判断に委ねる記載は避けてください。
第25条2）

　(2)「矢の長さ」についてはどこからとこの長さを指すのかを明確にしてください。
　　　例：「筈の端から、矢尻の端」

　(2)「矢束」とは「矢の長さ」なのか、「射手が矢を引き込む長さ」なのか明確に

してください。
　(10)羽根の色について

　　　－「華美でないもの」という、審判員の個々の判断に委ねる記載は避けてください。
　　　　（※規定されるが、模様についてはどうなのか？羽根に鳥が印刷されている

　　　　　　ものなどは「華美」にあたらないのか？）

  (15)「いたつき」の定義が曖昧であり、文面がわかりにくいので修正ください。
　　　　　板付：矢尻の種類の総称

　　　　　平題：矢尻の形状で乳頭形のもの

　　　　だが、文章上わかりにくいため、改善を求めます。
　　　　提案１）「いたつき」の言葉を両方排除「矢尻」「乳頭形」で代用

　　　　提案２）「いたつき」は矢尻の種類の総称の意味で利用。

　　　　提案３）「いたつき」は矢尻の形状の総称の意味で利用。

　　　いずれかを望みます。

第25条3）
(1) 「伝統的形状」という、審判員の個々の判断に委ねる記載は避けてください。

（※アーチェリー的な弦、具体的には「FFひむかの弦」は使えるのでしょうか？
形状的には両端に輪がある「伝統的形状」と言えば言えるのではないでしょうか？）
　　　
　(3)弦の色については、

　　　－「華美でないもの」という、審判員の個々の判断に委ねる記載は避けてください。
第25条4）
(4)帽子・弦枕・控　の３つは具体的に何を指すのか明確化してください。
　　（柔帽子はだめでしょうか？）

第27条

　4) 射距離が「メートル」であるのに対し、「歩数」でも距離を示さず、メートル表記に統一してください。
他＜付録＞

　　　－「安全な長さ」これは用語ではない。主語がない。

　　　－「有効」これは定義のような部分だけで使う用語ではなく、

　　　　　用語と定義するには不適切。

　　　　他、用語＝弓道の専門用語としては不適切な語句も多いため

全体見直していただきたい。

· 将来の弓道の発展を踏まえての提案

　第25条 1)

　(7)竹の色については、

　　　－「黒」「茶」「金」「銀」に限るのは、弓道の道具の自由度を下げるため

　　　　賛成しかねます。他の色も許可してください。

　第25条 2)

　(5)篦の材質について、今後の弓道具の発展を考え、素材については、

　　　アルミ・グラスファイバー・カーボン　に制限せず、「他」という言葉も

　　　追加してください。他素材も今後追加される可能性をつぶさないために。
  (9）羽根については、今後の弓道具の発展・天然の鳥の乱獲を避けるためにも

　　「プラスチック製」の羽根についても認めてください。
　第25条 3)

　(3)弦の色については、

　　　－黒などの色も伝統的な色と言えば、過去からの利用もあるため、
色の制限は撤廃してください。
